
男性は、いずれの年齢階級においても、
肥満者の割合が２０年前（昭和６１年）、１０年前（平成８年）と比べ増加。

男性

女性

肥満の出現率の推移（20歳以上、性･年齢階級別）

参考）平成18年国民健康・栄養調査
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①20年前（昭和61年） ②10年前（平成8年） ③平成18年 （BMI≧25）（18.5≦BMI＜25）（BMI＜18.5）
11



メタボリックシンドローム診断基準検討委員会
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内科学会

メタボリックシンドロームの疾患概念の確立

～ 脳卒中や心疾患の発症を予防するカギとなる考え方が提唱されている ～

内臓脂肪型肥満

高血糖

不健康な生活習慣

○脂肪細胞から多彩な生理活性物質が分泌される

代謝の異常
アディポサイトカイン分泌異常

○８学会が合同で疾患概念と診断基準を策定した
（平成17年４月 日本内科学会総会で公表）

放置し続けると・・・

脳卒中、心疾患（心筋梗塞等）、

糖尿病合併症（人工透析・失明）等へと進展

高血圧 脂質異
常
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（(財)住友病院・院長 松澤氏より資料提供）

内臓脂肪と皮下脂肪

48歳 男性 56歳 女性

腹囲 (cm)  

内臓脂肪(cm2)

皮下脂肪(cm2)
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ﾒﾀﾎﾞﾘｯｸｼﾝﾄﾞﾛｰﾑ（内臓脂肪症候群）の予備群と考
えられる者（腹囲≧90cm＋項目１つ該当）

ﾒﾀﾎﾞﾘｯｸｼﾝﾄﾞﾛｰﾑ（内臓脂肪症候群）が強く疑われ
る者（腹囲≧90cm＋項目２つ以上該当)
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られる者（腹囲≧85cm＋項目１つ該当）

ﾒﾀﾎﾞﾘｯｸｼﾝﾄﾞﾛｰﾑ（内臓脂肪症候群）が強く疑われる者
（腹囲≧85cm＋項目２つ以上該当)

メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）
該当者・予備群の状況

（厚生労働省

平成１９年国民健康・栄養調査結果）

40～74歳でみると、男性の２人に１人、女性の５人に１人が、メタボリックシンドロー
ム（内臓脂肪症候群）が強く疑われる者（該当者）又は予備群と考えられる者であり、該
当者数 約１，０７０万人 予備群者数 約９４０万人
併せて 約２,０１０万人 と推定された。

メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）が強く疑われる者
腹囲が男性85cm以上、女性90cm以上で、３つの項目（血中脂質、血圧、血糖）のうち２つ以上の項目に該当する者

メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）の予備群と考えられる者
腹囲が男性85cm以上、女性90cm以上で、３つの項目（血中脂質、血圧、血糖）のうち１つに該当する者

女性男性

（参考）平成１８年の推計者数 ：該当者数約９６０万人、予備群者数 約９８０万人、併せて１,９４０万人 14


